
 概要

解決したい課題：アイデアで解決したい課題は何で、それをどうしたいですか？

解決⽅法：課題をどうやって解決しますか。⾻⼦を記載ください。

知恵の種


⼦どもの知⼒を可視化するNFTプラットフォーム


貧困→教育格差→⼦供の貧困の連鎖を解決したいです。
経済的な余裕のない家庭の⼦どもはそうでない⼦どもと⽐べて学習機会が減ります。
親がお⾦がないと⼦どもの教育のことまで気が回らないし、⼦供には早く就職してお⾦がかからないようになってほしいと考えま
す。
しかし⼦供の⼈⽣の選択肢を増やすために、そして⼦供が貧困から抜け出すために、学びは必要不可⽋です。


⽂字通り、「⼦供の仕事は勉強だ」と⾔える世の中にします。

1.能⼒測定
最初に学⼒や地頭の良さなど、⼦どもの知⼒を多⾓的に測定して可視します。
国語、数学、英語、理科、社会、IQの６分野を考えていますが、５教科の内容も知識よりはそのジャンルの知⼒を評価する内容に
寄せます。
計測結果をもとに、その⼦供に紐づくNFT「知恵の種」が⽣成されます。

2.成⻑
個⼈の測定結果をもとに、AI家庭教師をつけて苦⼿や得意を分析します。
能⼒向上のアドバイスと、そのアドバイスに即した教材をAIで⾃動⽣成します。
ベネッセなど教材を作る会社と提携して⼀般向けにも売れる商材を作り、売り上げに繋げます。
これらの教材の中に定期的にミニテストが⼊っており、このミニテストの結果をデータとして蓄積していきます。
蓄積された結果から、⼦供の賢さや知識の上昇値、努⼒値を可視化して、この上昇値が知恵の種に蓄積します。

3.収益
知恵の種が育つと知恵の実になり、そのレベルに応じた報酬（奨学⾦）が毎⽉もらえるようになります。
知恵の実もまたNFTなので、経済的に困窮したりなどいざという時は売却可能です。
その場合は種からやり直すことになります。
勉強という⼦供の努⼒値が知恵の種に蓄積されて価値が上がり、知恵の実が権利収⼊になるので、⽂字通り「勉強が⼦供の仕事」
になります。
この仕組みが⼀般的になれば、経済的に余裕のない家庭の⼦供ほど勉強を頑張るようになります。

4.⼦供の財源
このコミュニティはDAOとして運営します。
知恵の種の評価判断をスマートコントラクトに委ねることにより不満の⽣まれない形を作ります。
⼦供に出す財源は⼀般⼈の出資者です。
⼀般⼈は買い取った知恵の実から権利収益が発⽣します。
「ポテンシャルファンディング」という⼦供の可能性を評価して応援する仕組みを作ります。
経済的に貧しい⼦供がDAOのメンバーと⾯談して、このメンバーが応援したいと思った場合、スポンサー契約。
翌⽉から毎⽉⽣活費や学習費を⽀援して頂きます。
⼦供が努⼒して知恵の種を知恵の実にすることができれば、その実から⽣まれる収益を出資額に応じて毎⽉受け取れるようになり
ます。
⼦供が他社へ知恵の実を売却した場合も、出資率分の売却利益を受け取ることができます。
株式投資と同じような感覚で、推しの⼦に投資することができます。

5.組織の財源
上記の仕組みのみだと、出資者から受け取ったお⾦を⼦供に分配して残りを⼀部の出資者に還元するだけなので仕組みとして成⽴
しません（出資者が基本的に損します）
そこで、⼀般の出資者とは別に、この組織全体の経済規模を⼤きくしていくための協賛企業を⼊れます。



類似（独創性）：現在、このアイデアと類似する仕組みがあれば記載ください（検索してみてください）

有意性：既に存在する類似の仕組みと⽐べて、どこが優れていますか（存在している場合のみ記載ください

実現⽅法：どのように実現するか、できるだけ具体的に記載ください（ファイル添付も可）

課題・障壁：実現する上で課題となることは何ですか、それをどうやって克服しますか

期間・コスト：実現に必要な費⽤と期間はどれくらいでしょうか。初期リリースとそれ以降など記載ください

未来像：実現したとき、⼈々がどのように恩恵を受けて幸せになれるか、理想像をお書きください

ベネッセなどの企業や、私⽴中学⾼校、学習塾など、教育の市場で商売をしている組織を想定しています。
出資組織にに対し、このDAOが提供できる価値は莫⼤な規模の⼦供の地頭データです。
どこに住んでいる、どの学校に通っている、どの⼦は今どのくらいの賢さで、これまでどういう推移で努⼒を重ねてきたのか、そ
の結果どういうジャンルでどれだけ賢くなったのか、というデータが詰まった知恵の種が⼤量に⽣まれます。
協賛企業はこの知恵の種を指標にマーケティングができるようになります。
このプラットフォームを軸に彼らにアプローチできるようになります。
これにより刺さりやすい⼈に刺さりやすいタイミングでピンポイントに商品を売り込むことが可能になります。


・NFTによる卒業/学修歴証明書の発⾏
・教育機関で初のDAOを活⽤した事例
はありますが、類似サービスと⾔えるほどのものはパッと調べた感じ⾒つかっていません。
時間がないため後⽇詳細に調べてみます。


⼦供の努⼒値をNFTオブジェクトにするという部分が既存になければそれが優位性になると思います。
⼦供の夢を応援するクラウドファンディングに近いサイトはいくつかあるかと思いますが、応援した⽅のメリットがあまりないた
め実質ボランティア⽀援のような形になっているかと思います。
「推しの⼦を⾒つけて、この⼦が育てば⾃分にリターンが返ってくるかも」という期待値は優位性だと思います。


まずは知恵の種周りの、能⼒測定と評価を⾏うweb3アプリを作ります。
無料で使ってもらえるものにしてユーザーを集めてIQテストのような感覚で遊んでもらいます。
DAOコミュニティーを⽴ち上げて、推しの⼦を探して⽀援してくれるメンバーを集めます。
次に、知恵の種の情報から適切な学習⽅針をアドバイスしてくれるAIプロダクトを開発します。
最後に、教材を作っているエンタープライズを巻き込んで、本⼈に最適化されたオリジナル教材の⾃動⽣成アプリを作ります。
コミュニティを⼤きくして協賛企業をたくさん⼊れます。


お⾦がたくさんかかりそうな気がしています。
エンタープライズを⼝説くのが⼤変そうだし、これがもし可能性のある事業であればエンタープライズが⾃分で作ってしまうの
で、参⼊障壁が必要です。


知恵の種周りの能⼒測定と評価を⾏うweb3アプリであれば、簡単なプロトタイプを⼩規模チームで4ヶ⽉くらいの期間で作ってし
まうイメージです。
費⽤としては1,000万円くらいでしょうか。
それ以降はちゃんと⾒積もりを取ってみないと正直読めません。


将来的には知恵の種が⼈の能⼒値を⽰す⼗分な指標となれば、⼤学の推薦⼊試や就活の指標にもなると⾯⽩いなと考えます。
そうなると就活市場、転職市場にも展開することが可能になります。
個⼈の能⼒値測定という意味で婚活市場とかにも絡める可能性は感じています。
このサービスで10年後、世界でダントツにIQが⾼い豊かな国⽇本を作りたいです。


